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４
月
か
ら
始
ま
り
ま
す

 

後
期
高
齢
者
医
療
制
度

「
老
人
保
健
制
度
」
が

「
後
期
高
齢
者
医
療
制
度
」
に

 

変
わ
り
ま
す

　

４
月
か
ら　

歳
以
上
の
方
を
対

７５

象
に
し
た
後
期
高
齢
者
医
療
制
度

が
ス
タ
ー
ト
し
ま
す
。

　

国
が
進
め
る
「
医
療
改
革
」
の

ひ
と
つ
で
、
高
齢
者
を
中
心
に
、

国
全
体
の
医
療
費
が
増
え
続
け
る

中
、
世
代
間
の
負
担
を
明
確
に
し
、

公
平
で
わ
か
り
や
す
く
し
て
い
く

た
め
に
創
る
新
た
な
医
療
制
度
で

す
。

　

こ
の
制
度
が
ス
タ
ー
ト
す
る
こ

と
に
よ
り
、
現
在
の
「
老
人
保
険

制
度
」
は
廃
止
さ
れ
、
対
象
と
な

る
方
は
、現
在
加
入
し
て
い
る「
健

康
保
険
」（
国
民
健
康
保
険
や
健
康

保
険
組
合
な
ど
）
か
ら
「
後
期
高

齢
者
医
療
制
度
」
へ
移
行
す
る
こ

と
に
な
り
ま
す
。

　

運
営
は
、
長
野
県
の
市
町
村
す

べ
て
が
加
入
す
る
「
長
野
県
後
期

高
齢
者
医
療
広
域
連
合
」
が
行
な

い
ま
す
が
、
申
請
な
ど
の
窓
口
業

務
や
、
保
険
料
の
徴
収
は
宮
田
村

が
行
な
い
ま
す
。

　
　

歳
以
上
の
す
べ
て
の
方
、
ま
た
、

７５
一
定
の
障
が
い
が
あ
る
と
認
定
さ
れ

た　

歳
以
上
の
方
が
対
象
と
な
り
ま

６５
す
。

　
社
会
保
険
な
ど
の
被
扶
養
者
だ
っ
た

方
も
対
象
に
な
り
ま
す

　
　

歳
以
上
の
す
べ
て
の
方
が
対
象

７５
と
な
る
の
で
、
今
ま
で
国
民
健
康
保

険
や
、
会
社
の
健
康
保
険
な
ど
に
加

入
し
て
い
た
方
は
も
ち
ろ
ん
、
子
ど

も
が
加
入
し
て
い
る
社
会
保
険
な
ど

の
被
扶
養
者
だ
っ
た
方
も
、
後
期
高

齢
者
制
度
へ
加
入
す
る
こ
と
に
な
り

ま
す
。

　

今
ま
で
の
「
老
人
保
健
制
度
」
と

は
違
っ
て
、
加
入
者
一
人
ひ
と
り
が

保
険
料
を
負
担
す
る
こ
と
に
な
り
ま

す
。

保
険
料
は
こ
の
よ
う
に
し
て
決
ま
り

ま
す

　

保
険
料
は
、
加
入
者
全
員
が
均
等

に
負
担
す
る
「
均
等
割
額
」
と
、
加

入
者
の
所
得
に
応
じ
て
負
担
す
る

「
所
得
割
額
」
の
合
計
が
保
険
料
に

な
り
ま
す
。

対
象
と
な
る
方
は
？

保
険
料
は
？

保険料は全国で一番低額 ※

長野県は健康・長寿県！

　長野県の一人当たりの老人医療費は、16

年間連続して全国最下位。後期高齢者医療

制度の保険料は、各県の老人医療費などか

ら計算されているので、医療費が全国で最

も低いことを反映して、保険料も全国で一

番低い額となっています。 ※

　さらに平均寿命も男性が全国１位、女性

が第３位。これらは高齢者が地域でイキイ

キと暮らしているからとも言われています

（右表参照）。長野県は健康・長寿県として

全国から注目されています。

▲

お問い合わせは　住民福祉課 住民生活係　�85―５８６１

※ 平均的な年金収入で計算した保険料（P3参照）　

平成16年度老人医療事業年報（厚生労働省）
平成12年都道府県別生命表（厚生労働省）

■高齢者が地域でイキイキと暮らしています

平成17年度国勢調査（総務省）
平成14年度社会教育調査（文部科学省）

対象となる日 

75歳の誕生日当日から 

長野県での保険料は？ 

１人当たりの保険料 

均等割額 35,787円 

＋ 

＝
 

所得割額 
前年中の総所得金額－基礎控除額（33万円） 

× 
所得割率6.53％ 

全国
順位

全国長野県指 標

47780,206634,872
1人当たり老人
医療費（円）

177.7178.90平均寿命（男）

384.6285.31平均寿命（女）

全国
順位

全国長野県指 標

110.618.3
高齢者（75歳以
上）の就業率

114.190.0
公民館数（人口
10万人当たり）
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保険料 

保険料 

被保険者 
 

（75歳以上の方および 
一定の障害があると 

認定された 
65歳以上の方） 

各医療保険 
 

（国保、会社の健康保険など） 
の被保険者 

（0歳以上75歳未満の方） 

後期高齢者医療制度のしくみ 
窓口負担分 

年金から差し引き 

口座振替・銀行など窓口納付 

高齢者の保険料 
1割 

後期高齢者支援金 
（若年者の保険料） 

約4割 

公費 
約5割 
 

国：都道府県：市町村 
＝ 

4　：　1　：　1

一括納付 

交付 

医療保険者 
（国保、会社の健康保険など） 

社会保険診療 
報酬支払基金 

医療サービス、保健事業など 

窓口負担
は 

従来どお
り1割 

※現役並
み所得の

方は3割
 

所
得
の
低
い
方

　

保
険
料
の
「
均
等
割
額
」
が
、
世

帯
の
所
得
に
よ
っ
て
、
７
割
、
５
割
、

２
割
軽
減
さ
れ
ま
す
。（
下
表
参
照
）

社
会
保
険
な
ど
の
被
扶
養
者
だ
っ
た

方
　

後
期
高
齢
者
制
度
へ
の
加
入
前
日

ま
で
社
会
保
険
な
ど
の
被
扶
養
者

だ
っ
た
方
は
、
こ
れ
ま
で
保
険
料
負

担
が
な
か
っ
た
の
で
、
激
変
緩
和
策

と
し
て
、
加
入
か
ら
２
年
間
は
、
所

得
割
額
が
か
か
ら
ず
、
ま
た
均
等
割

は
５
割
軽
減
さ
れ
ま
す
。
さ
ら
に
特

例
と
し
て
、
平
成　

年
４
月
か
ら
９

２０

月
ま
で
の
半
年
間
は
均
等
割
も
か
か

ら
ず
、
そ
の
後
、
平
成　

年
３
月
ま

２１

で
は
均
等
割
を
９
割
軽
減
す
る
「
凍

結
策
」
が
と
ら
れ
ま
す
。（
下
表
参

照
）

保
険
料
の
軽
減
は
？

●長野県での

　１人当たりの保険料は？

年金収入201万円（平均的な年

金収入額）で１人住まいの方の

保険料を計算すると…

※全国で一番低い額になります

年額約60,000円

年
額　

万
円
以
上
の
年
金
を
受
け

１８

取
っ
て
い
る
方

　

年 
６ 
回
（
４
・
６
・
８
・　

・　

・
２

１０

１２

月
）の
年
金
定
期
払
い
の
時
に
年
金

受
給
額
か
ら
保
険
料
が
あ
ら
か
じ
め

差
し
引
か
れ
ま
す
。

年
金
が
年
額　

万
円
未
満
の
方

１８

介
護
保
険
料
と
あ
わ
せ
た
保
険
料
が

年
金
の
２
分
の
１
を
超
え
る
方

　

役
場
か
ら
納
付
書
を
お
送
り
し
ま

す
の
で
、
金
融
機
関
で
お
納
め
下
さ

い
。 保

険
料
の
支
払
い
は
？

公民館の学級

60代～80代のみなさんが、仲間と一緒に

楽しくイキイキと学んでいます。健康寿

命を延ばしていつまでも元気な生活が送

れるように心がけましょう。

●所得の低い方
世帯（被保険者および世帯主）の総所得金額が下記
の方が対象になります

軽減割合

「基礎控除額（33万円）」を越えない世帯7割軽減

「基礎控除額（33万円）＋24.5万円×世帯の被保険
者数」を越えない世帯

5割軽減

「基礎控除額（33万円）＋35万円×世帯の被保険者
数」を越えない世帯

2割軽減

※基礎控除額等は、税制改正などで今後変わることがあります。

●社会保険などの被扶養者であった方
軽減内容

週用期間
均等割額所得割額

5割軽減かかりません加入時から2年間

かかりませんかかりません平成２０年４月～平成２０年９月特例と
して 9割軽減かかりません平成２０年１０月～平成２１年３月

新しい保険証を１人に１枚交付します。
３月中旬に送付します。免許証の大きさです。
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４
月
か
ら
下
水
道
料
金
を

平
均

％
値
上
げ
し
ま
す

15

　

下
水
道
は
、
み
な
さ
ん
の
使
用
料

に
よ
っ
て
維
持
管
理
さ
れ
て
い
ま
す
。

公
営
企
業
と
し
て
、
そ
の
収
支
を
使

用
料
で
賄
う
独
立
採
算
制
で
運
営
し

て
い
ま
す
が
、
供
用
開
始
か
ら　

年
２０

以
上
経
っ
た
施
設
も
あ
り
、
修
繕
や

汚
泥
処
理
費
な
ど
の
維
持
管
理
費
が

大
幅
に
増
え
て
き
て
い
ま
す
。
こ
れ

ら
は
本
来
、
利
用
す
る
み
な
さ
ん
に

ご
負
担
い
た
だ
か
な
け
れ
ば
な
り
ま

せ
ん
が
、
す
べ
て
を
ご
負
担
い
た
だ

く
こ
と
は
困
難
な
状
況
で
、
そ
の
多

額
な
歳
入
不
足
を
、
村
の
一
般
会
計

か
ら
繰
入
れ
る
こ
と
に
よ
り
補
っ
て

い
ま
す
。

　

国
で
は
、
安
い
使
用
料
を
設
定
し

て
い
る
市
町
村
へ
の
交
付
税
を
減
額

す
る
な
ど
、
使
用
料
適
正
化
の
指
導

を
強
化
し
て
い
ま
す
。

　

村
で
も
、
経
営
の
健
全
化
を
め
ざ

し
、
平
成　

年
度
か
ら
２
年
ご
と
３

１６

回
に
分
け
、
上
伊
那
郡
の
市
町
村
の

平
均
値
ま
で
値
上
げ
を
す
る
よ
う
取

り
組
ん
で
い
ま
す
。
今
回
は
、
料
金

改
定
計
画
の
最
終
年
と
し
て
、
今
年

４
月
か
ら
の
使
用
料
を
、
上
下
水
道

運
営
委
員
会
、
議
会
で
の
審
議
を
経

て
、
下
表
の
よ
う
に
改
定
し
ま
す
。

平
均　

％
の
値
上
げ
と
な
り
ま
す
が
、

１５

子
育
て
世
帯
な
ど
の
負
担
を
で
き
る

だ
け
軽
減
す
る
た
め
、
一
般
的
な
子

育
て
中
の
世
帯
の
使
用
範
囲
と
想
定

さ
れ
る
、
２
ヶ
月
で
１
０
０
㎡
以
内

ま
で
の
量
区
分
は
上
昇
率
を
低
く
抑

え
て
あ
り
ま
す
。

　

今
後
も
効
率
的
な
運
営
・
管
理
に

努
め
て
参
り
ま
す
の
で
、
み
な
さ
ん

の
ご
協
力
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

▼
産
業
建
設
課　

上
下
水
道
係
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－

５
８
６
２

８５

2 ヵ月につき（税込）

改正後改正前料金区分

2,940円2,310円基本料金

１㎡当たりの料金排水量

従量料金

110.25円105.00円１～20㎡

131.25円126.00円21～60㎡

147.00円141.75円61～100㎡

183.75円157.50円101～200㎡

215.25円178.50円201～600㎡

231.00円194.25円601㎡～

文化会館・体育施設を
シルバー人材センターが管理します

　

４
月
１
日
か
ら
文
化
会
館
、
体

育
施
設
な
ど
の
管
理
を
、
シ
ル

バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
が
行
な
う
こ

と
に
な
り
ま
し
た
（
該
当
施
設
は

Ｐ
５
最
下
段
参
照
）。
公
的
施
設

の
管
理
を
、
民
間
業
者
に
委
託
で

き
る
指
定
管
理
者
制
度
を
活
用
し
、

よ
り
効
率
的
な
管
理
を
す
る
た
め

の
変
更
で
す
。

手
続
き
・
利
用
料
は

　
　

今
ま
で
と
変
わ
り
ま
せ
ん
！

　

各
施
設
の
予
約
や
鍵
の
受
け
渡

し
、
利
用
料
の
金
額
は
今
ま
で
と

変
わ
り
ま
せ
ん
。
ま
た
、
シ
ル

バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
の
担
当
者
が

村
民
会
館
に
常
駐
す
る
こ
と
に
な

り
ま
す
の
で
、
開
館
し
て
い
る
時

間
帯
は
、
い
つ
で
も
利
用
料
を

村
民
会
館
で
支
払
え
る
よ
う

に
な
り
ま
す
。

　

管
理
者
が
変
わ
っ
て
も
、
利

用
者
の
み
な
さ
ん
に
ご
不
便

を
お
か
け
し
な
い
よ
う
に
努

め
ま
す
。
お
気
づ
き
の
こ
と

が
ご
ざ
い
ま
し
た
ら
ご
連
絡

下
さ
い
。

▼
教
育
委
員
会

　

（
村
民
会
館
内
）
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議
会
臨
時
会
よ
り

　

平
成　

年
第
１
回
議
会
臨
時
会

２０

が
１
月　

日
開
催
さ
れ
、
補
正
予

２８

算
案
な
ど
２
議
案
が
原
案
ど
お
り

可
決
さ
れ
ま
し
た
。

　

提
案
さ
れ
た
議
案
の
内
容
は
次

の
と
お
り
で
す
。

　

補
正
予
算

■
平
成　

年
度
宮
田
村
一
般
会
計

１９

　

補
正
予
算
（
第
８
号
）

5

　

平
成　

年
度
用
の
指
定
ゴ
ミ
袋
購

２０

入
チ
ケ
ッ
ト
を
３
月
中
に
配
布
し
ま

す
。
今
回
配
布
す
る
の
は
、
第
１
段

階
の
無
料
チ
ケ
ッ
ト
で
、
使
用
期
限

は
来
年
３
月　

日
ま
で
で
す
。

３１

　

こ
の
チ
ケ
ッ
ト
を
使
い
切
っ
て
も

な
お
、
ご
み
を
出
す
場
合
に
は
、
第

２
段
階
の
有
料
チ
ケ
ッ
ト
を
、
１
枚

１
、５
０
０
円
で
購
入
し
て
い
た
だ

く
こ
と
に
な
り
ま
す
。

　

世
帯
の
人
数
に
よ
る
配
布
枚

数
な
ど
は
次
の
と
お
り
で
す
。

ご
み
の
減
量
化
に
努
め
な
が
ら

ご
み
袋
を
購
入
し
ま
し
ょ
う
。

■
購
入
時
に
チ
ケ
ッ
ト
が
必
要

に
な
る
ご
み
袋

　

赤（
可
燃
）・
青（
不
燃
）・
黒

（
廃
プ
ラ
）

■
配
布
対
象

　

平
成　

年
３
月
１
日
現
在
で

２０

住
民
登
録
・
外
国
人
登
録
さ
れ

て
い
る
方
で
、
世
帯
ご
と
配
布
。

※
３
月
１
日
以
降

に
世
帯
員
が
増
え

た
り
、
３
歳
未
満

の
幼
児
や
、
オ
ム

ツ
な
ど
を
使
用
し

て
い
る
人
が
い
る

場
合
は
、
追
加
交

付
が
で
き
ま
す
。

申
請
が
必
要
で
す

の
で
、
担
当
ま
で

お
問
い
合
わ
せ
下

さ
い
。

INFORMATION

　

公
的
資
金
に
お
け
る
保
証
金
免

除
の
繰
上
げ
償
還
が
認
め
ら
れ
た

こ
と
か
ら
、
平
成
３
年
に
公
営
企

業
金
融
公
庫
か
ら
借
り
入
れ
た
未

償
還
金
の
繰
上
げ
償
還
が
主
な
も

の
で
、
歳
入
歳
出
そ
れ
ぞ
れ
５
６

８
万
円
を
追
加
し
、
総
額
は
共
に

　

億
９
０
９
４
万
円
と
す
る
も
の

３３で
す
。

　

そ
の
他

■
宮
田
村
公
の
施
設
の
指
定
管
理

　

者
の
指
定
に
つ
い
て

　

村
で
管
理
し
て
い
る
多
目
的
研

修
集
会
施
設
文
化
会
館
、
宮
田
村

運
動
広
場（
テ
ニ
ス
コ
ー
ト
・
ゲ
ー

ト
ボ
ー
ル
場
）
及
び
農
業
者
ト

レ
ー
ニ
ン
グ
セ
ン
タ
ー
、
総
合
公

園
ふ
れ
あ
い
広
場
、
中
央
及
び
つ

つ
じ
が
丘
村
営
グ
ラ
ン
ド
、
屋
内

運
動
場
、武
道
館
、体
育
セ
ン
タ
ー
、

宮
田
球
場
及
び
本
陣
民
俗
資
料

館
・
宮
田
宿
本
陣
「
旧
新
井
家
住

宅
」
の
９
つ
の
施
設
に
つ
い
て
、

指
定
管
理
者
を
社
団
法
人
駒
ヶ
根

伊
南
広
域
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン

タ
ー
に
定
め
、
指
定
す
る
期
間
は
、

平
成　

年
４
月
１
日
か
ら
平
成　

２０

２３

年
３
月　

日
ま
で
と
す
る
も
の
で

３１

す
。

ごみ袋購入のチケット配布
住民福祉課 住民生活係　�85－５８６１

■配布枚数

７人６人５人４人３人２人１人世帯人数

１３枚１２枚１１枚１０枚９枚７枚６枚配布枚数

※ 8人以上の世帯には１人増えるごとに１枚支給できます

チケットは紛失しても再交付できません。大切に保管して下さい！

小
学
校
６
年
生
ま
で
拡
大
！

福
祉
医
療
の
一
部
が
変
更
に
な
り
ま
す

　

福
祉
医
療
制
度
は
、
受
給
対
象
者
の
医
療
費
負
担
を
軽
減
す

る
た
め
の
制
度
で
す
。
受
給
の
対
象
と
な
る
と
思
わ
れ
る
方
、

く
わ
し
く
知
り
た
い
方
は
お
問
い
合
わ
せ
下
さ
い
。

 
▼
住
民
福
祉
課
住
民
生
活
係　

�　

－

５
８
６
１

８５

新年度からの変更点支給金額所得制限対 象 者

医療制度改革によ
り廃止※1

―――老
人

対象が６年生まで
引上げられます※2

医療機関等
の窓口で支
払った金額
から受益者
負担金（１か
月300円）を
差し引いた
額

なし小学６年生までの児童
乳
幼
児

精神保険手帳１級
をお持ちの方の所
得制限が８月から
変更になります

あり

身体障害者手帳３級以上をお持ちの方

障
が
い
者

療育手帳B１以上をお持ちの方

特別児童扶養手当１・２級に該当する方

国民年金法施行令別表該当する方（65歳以上）

国民年金法施行令別表障害程度１級に該当
する方（20歳以上65歳未満）

精神保健手帳１級をお持ちの方（通院のみ）

変更なしあり

18歳未満の児童を扶養する配偶者のいない方
母
子

父
子 あり変更なし上記の方に扶養されている18歳未満の児童

父母のいない18歳未満の児童

※１ ただし既に該当している方は７０歳に到達するまで一定条件で補助されます。
※２ 該当になる保護者の方には通知をします。通知に従って手続きをお願いします。
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お
知
ら
せ

宮田村役場
 　 T E L  0265－85－3181 ㈹
　FAX 0265－85－4725

■総務課 �85－3181㈹
　　総務係
　　企画情報係
　　管理財政係
■会計室 �85－3181㈹
■議会事務局 �85－3181㈹
■住民福祉課
　　住民生活係 �85－3183　
　　税務係 �85－3182　
　　保健福祉係（老人福祉センター）
 �85－4128　
■産業建設課
　　建設林務係 �85－5863　
　　農政係 �85－5864　
　　商工観光係 �85－5864　
　　上下水道係 �85－5862　
■教育委員会（村民会館）
　　 �85－2314　
　　こども室
　　生涯学習係・公民館
■社会福祉協議会 �85－5010　

  心配ごと・行政相談、結婚相談
心配ごと・行政相談 （村民会館第６研修室）
 ３/16（日）　午後１時～３時

結婚相談（デイサービスセンター）
 ２/26・４/９（水）午後6時～8時

 3月の水道料金・下水道使用料
町３、北割、南割、新田、大原

口座振替の方は残高の確認をお願いします

広報記載記事についてのメールアドレス：somu@vill.miyada.nagano.jp

  3月の納税

国民健康保険税　第１０期

３月31日（月）が納期限です

口座振替の方は残高の確認をお願いします

 ケーブルテレビ １ ch
（★毎週金曜番組入れ替え）

６：30 ８：30 12：30 19：00 21：00 23：00

情報発信！チャンネルみやだ３月１４日～

商工会だより３月２１日～

生涯学習情報TV『こまうすゆきそう』１ch３月２８日～

情報発信！チャンネルみやだ４月４日～

子
ど
も
の
安
全
見
守
り
隊

　

発
足
か
ら
３
年
が
経
過
す
る
「
子

ど
も
の
安
全
見
守
り
隊
」。
地
域
全

体
で
子
ど
も
の
安
全
・
安
心
を
見
守

る
活
動
に
、
さ
ら
に
多
く
の
み
な
さ

ん
の
ご
参
加
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

▼
隊
員
の
活
動
内
容

・
児
童
、
生
徒
の
登
校
時
と
、
下
校

時
の
、
自
分
の
都
合
が
つ
く
時
間

帯
に
、
自
宅
付
近
の
通
学
路
を
散

歩
を
か
ね
て
子
ど
も
た
ち
を
見
守

り
ま
す
。
子
ど
も
た
ち
と「
お
は

よ
う
」「
お
か
え
り
な
さ
い
」と
元

気
な
挨
拶
を
交
わ
し
て
く
だ
さ
い
。

・
見
守
り
時
に
は
村
か
ら
交
付
さ
れ

た
名
札
と
腕
章
を
着
用
す
る
。

・
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
で
お
願
い
す
る
の

で
、
手
当
て
は
あ
り
ま
せ
ん
。

▼
追
加
募
集
期
間

　

４
月
４
日
�
ま
で

▼
問
い
合
わ
せ
・
申
込
み
先

　

教
育
委
員
会
（
村
民
会
館
内
）

 

�　
－

２
３
１
４

８５

宮
田
村
企
業
人
権
教
育

推
進
協
議
会

　

各
地
で
発
覚
し
て
い
る
食
品
偽
装

や
雇
用
等
に
関
わ
る
様
々
な
問
題
。

消
費
者
や
利
用
者
あ
っ
て
の
企
業
で

あ
り
、
同
時
に
働
く
者
の
人
権
等
が

尊
重
さ
れ
て
い
る
企
業
で
は
こ
の
様

な
問
題
は
起
き
ず
、
社
会
や
消
費
者

か
ら
も
認
め
ら
れ
る
の
で
し
ょ
う
。

　

二
十
一
世
紀
は
「
人
権
の
世
紀
」

と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。
社
会
の
構
成

員
で
あ
る
企
業
に
も
、
今
こ
そ
様
々

な
人
権
尊
重
や
環
境
保
護
等
の
取
り

組
み
が
求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

宮
田
村
企
業
人
権
教
育
推
進
協
議

会
は
発
足
か
ら
二
十
六
年
が
経
過
し

現
在
三
十
二
社
が
加
入
し
て
い
ま
す
。

活
動
内
容
は
総
会
と
研
修
会
の
ほ
か

人
権
に
関
わ
る
広
報
や
資
料
、
県
や

郡
の
大
会
、
研
修
会
の
お
知
ら
せ
と

各
社
に
お
い
て
も
様
々
な
人
権
尊
重

環
境
保
護
等
の
取
り
組
み
が
さ
れ
て

い
ま
す
。
年
会
費
は
二
千
円
で
す
。

貴
社
も
是
非
、
加
入
し
ま
せ
ん
か
。

▼
問
い
合
わ
せ
先　

　

教
育
委
員
会
（
村
民
会
館
内
）

 

�　

－

２
３
１
４

８５

宮
田
村
観
光
協
会

観
光
協
会
は
宮
田
村
の
自
然
・
歴

史
・
文
化
を
大
切
に
し
な
が
ら
、
観

光
事
業
の
振
興
を
は
か
る
こ
と
を
目

的
に
、
個
性
的
で
美
し
く
魅
力
的
な

観
光
地
づ
く
り
、
地
域
産
業
と
の
連

携
で
「
み
や
だ
ら
し
さ
」
を
創
造
す

る
た
め
会
員
会
費
と
村
補
助
金
、
自

主
事
業
の
収
益
に
よ
り
運
営
さ
れ
て

い
ま
す
。

会
員
は
個
人
一
般
会
員
と
団
体
・

企
業
な
ど
の
賛
助
会
員
で
構
成
さ
れ
、

年
会
費
は
１
口
１
、０
０
０
円
で
す
。

宮
田
村
観
光
等
の
発
展
の
た
め
、
ぜ

ひ
多
く
の
団
体
や
村
民
の
み
な
さ
ん
、

ご
加
入
く
だ
さ
い
。

▼
問
い
合
わ
せ
先

　

産
業
建
設
課　

商
工
観
光
係

 

�　

－

５
８
６
４

８５

P
ro
-d
o
g

（
愛
犬
家
）

ス
ク
ー
ル　

開
校

　

犬
の
し
つ
け
だ
け
で
は
な
く
、
愛

犬
と
い
っ
し
ょ
に
楽
し
め
る
プ
ロ
グ

ラ
ム
に
な
っ
て
い
ま
す
。
人
と
動
物

と
の
新
し
い
関
係
づ
く
り
を
目
指
し
、

参
加
者
の
み
な
さ
ん
と
一
緒
に
創
り

あ
げ
て
い
く
ス
ク
ー
ル
で
す
。

▼
初
級
コ
ー
ス
（
全
５
回
）

３
月　

日
�
〜
４
月　

日
�
ま
で

３０

２７

の
毎
週
日
曜
日
に
開
催
。

１
回
目
は
講
習
、
２
回
目
以
降
は
、

し
つ
け
実
践
と
な
り
ま
す
。

※
初
級
を
終
了
し
希
望
す
る
方
は　

５
月
か
ら
の
中
級
コ
ー
ス
（
全
５

回
）
へ
進
級
で
き
ま
す
。

▼
受
講
料　

１
０
、０
０
０
円

▼
申
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先

（
福
）日
本
聴
導
犬
協
会

 

�　

－

４
６
１
５

８５

7

狂
犬
病
予
防
接
種

お
知
ら
せ

　

左
記
の
日
程
で
、
予
防
接
種
を
行

い
ま
す
。
３
、２
２
０
円
を
お
持
ち

の
う
え
、
各
会
場
で
受
診
下
さ
い
。

な
お
、
現
地
で
新
規
犬
登
録
も
可
能

で
す
。（
別
途
要
３
、０
０
０
円
）

か
な
し
み

ご
冥
福
を
お
祈
り
し
ま
す

よ
ろ
こ
び

小
林　

敏
男
さ
ん 

　

歳
８４

　
　
　
　

新
田 

良
清
さ
ん
・
父

池
上　

八
千
代
さ
ん 

　

歳
８２

　
　
　
　

中
越 

正
人
さ
ん
・
妻

近
藤　

ま
さ
さ
ん 

　

歳
９５

　
　
　
　

町
３ 

満
さ
ん
・
母

木
村　

は
ま
ゑ
さ
ん 

　

歳
９７

　
　
　
　

町
２ 

良
美
さ
ん
・
祖
母

小
山　

武
重
さ
ん 

　

歳
９０

　
　
　
　

町
３ 

重
治
さ
ん
・
父

松
下　

喜
代
女
さ
ん 

　

歳
８４

　
　
　
　

町
３ 

俊
二
さ
ん
・
母

丸
山　
 
真 
く
ん 

　

中　

越

し
ん

 

正
徳
・
香
苗
さ
ん

有
賀　
 
悠
清 
く
ん 

北　

割

ゆ
う
せ
い

 

勇
治
・
咲
恵
さ
ん

北
原　
 
朋
弥 
く
ん 

南　

割

と
も
や

 

裕
次
・
佐
津
貴
さ
ん

春
日　
 
孝
太 
く
ん 

南　

割

こ
う
た

 

敬
治
・
あ
さ
か
さ
ん

小
林　
 
感 
ち
ゃ
ん 

南　

割

か
ん

 

大
樹
・
奈
美
さ
ん

折
橋　
 
敬
護 
く
ん 

町　

１

け
い
ご

 

龍
生
・
奈
緒
子
さ
ん

住
民
参
加
で
個
性
あ
ふ
れ
る
地
域
づ
く
り
！

　

平
成　

年
度　

地
域
づ
く
り
支
援
事
業

２０

時　　　間実施日
宮 田 村 駐 在 所 前午前9:00～ 9:30

４月６日（日）

北 割 集 落 セ ン タ ー　　9:40～ 9:55
南 割 集 落 セ ン タ ー　 10:05～ 10:20
新田地区転作促進センター　 10:30～ 10:45
大田切集落センター　 10:55～ 11:10
里 宮 神 社　 11:20～ 11:45
大久保集落センター午後1:00～ 1:15
中越機械格納庫（４班）　　1:25～ 1:35
つつじが丘勤労者研修センター　　1:45～ 2:00
大 原 公 民 館　　2:10～ 2:25
役 場 駐 車 場　　2:35～ 3:00
老人福祉センター駐車場午前9:00～ 10:00４月７日（月）

飼
い
犬
は
必
ず
接
種
さ
せ
て
下
さ
い
。

▼
問
い
合
わ
せ

　

住
民
福
祉
課　

住
民
生
活
係

 

�　

－

５
８
６
１

８５

児
童
扶
養
手
当
の

受
給
手
続
き
が
変
わ
り
ま
す

　

児
童
扶
養
手
当
を
、
一
定
条
件
で

５
年
以
上
受
給
し
て
い
る
方
は
、
平

成　

年
４
月
か
ら
、
雇
用
証
明
書
な

２０
ど
の
提
出
が
必
要
に
な
り
ま
す
。

　

対
象
者
に
は
随
時
、
申
請
書
を
お

送
り
し
ま
す
が
、
申
請
書
の
提
出
が

な
い
場
合
な
ど
は
、
児
童
扶
養
手
当

の
額
の
２
分
の
１
が
支
給
停
止
と
な

る
可
能
性
が
あ
り
ま
す
の
で
ご
注
意

下
さ
い
。

▼
住
民
福
祉
課　

住
民
生
活
係

 

�　

－

５
８
６
１

８５

商
品
回
収
を
し
て
い
ま
す
！

　

昨
年　

月
３
日
�
・
４
日
�
に

１１

「
宮
田
村
文
化
祭
」
に
あ
わ
せ
て
行

わ
れ
た
生
協
ま
つ
り
で
販
売
及
び
景

品
と
し
て
提
供
さ
れ
ま
し
た
「
Ｃ
Ｏ

-

Ｏ
Ｐ
ビ
ー
フ
カ
レ
ー
」
に
つ
い
て
、

ボ
イ
ル
牛
肉
が
一
時
期
、
す
で
に
供

給
を
停
止
さ
れ
て
い
る
「
Ｃ
Ｏ-

Ｏ
Ｐ

手
作
り
餃
子
」
等
と
同
じ
中
国
の
工

場
か
ら
仕
入
れ
さ
れ
て
い
た
こ
と
が

判
明
し
ま
し
た
。
お
手
元
に
該
当
商

品
が
あ
り
ま
し
た
ら
、
決
し
て
召
し

上
が
ら
ず
に
コ
ー
プ
な
が
の
ま
で
ご

連
絡
を
お
願
い
し
ま
す
。

表
示
さ
れ
た
製
造
年
月
日
が
以
下
の

間
の
日
付
の
も
の
が
該
当
商
品
で
す
。

◆
ビ
ー
フ
カ
レ
ー
甘
口
２
１
０
g

　

２
０
０
６
・　

・　

〜
２
０
０
７
・　

・　

１１

３０

１１

１３

◆
ビ
ー
フ
カ
レ
ー
中
辛
２
１
０
g

　

２
０
０
６
・　

・
２
〜
２
０
０
７
・　

・　

１２

１１

１４

◆
ビ
ー
フ
カ
レ
ー
辛
口
２
１
０
g

　

２
０
０
６
・　

・　

〜
２
０
０
７
・　

・
９

１１

２９

１１

▼
連
絡
・
問
い
合
わ
せ
先

　

コ
ー
プ
な
が
の
伊
北
セ
ン
タ
ー

 

�
０
１
２
０－

　

－

８
８
１
９

４６

募 集 中
3月31日まで

▲

総務課企画情報係
�８５－３１８１

地
域
の
活
性
化
、
地
域
力
の
向
上
を
め
ざ
す
地
域
の
取
り
組
み
に
か
か
る
費
用
を
補
助
し
ま
す
。

●●

●
●
●
●

●
●●●

●
●
●
●

●
● ●●

●
●
●
●

●
●●●

●
●
●
●

●
●

10個パック個パック   700円 
15個パック個パック 1050円 
20個パック個パック 1400円 

１合パック１合パック 310円 
２合パック２合パック 570円 
３合重３合重       860円 
５合重　５合重　  1.300円 

10個パック   700円 
15個パック 1050円 
20個パック 1400円 

１合パック 310円 
２合パック 570円 
３合重       860円 
５合重　  1.300円 

５号 2600円 
６号 3200円 
７号 4000円 

５号 

ご注文承ります 
あんころ餅 御赤飯 

デコレーションケーキ 
生クリーム 
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お
話
交
流
会

　

２
月　

日（
土
）お
話
ボ
ラ
ン
テ
ィ

１６

ア
サ
ー
ク
ル
「
お
話
宅
Q
便
」
と
な

ご
み
家
を
利
用
し
て
い
る「
さ
く
ら
」

の
メ
ン
バ
ー
や
、
地
域
の
皆
様
と
の

お
話
交
流
会
が
行
わ
れ
ま
し
た
。 

　

お
話
宅
Q
便
は
、
初
め
て
挑
戦
す

る
落
語
や
お
話
、
エ
ッ
セ
イ
の
発
表
、

「
さ
く
ら
」
代
表
が
、
大
型
紙
芝
居

「
は
な
さ
か
じ
い
さ
ん
」
を
発
表
し

ま
し
た
。

　

始
め
て
の
お
話
交
流
会
で
し
た
が
、

楽
し
い
会
に
な
り
ま
し
た
。

みんなの健康 
　みんなの福祉 
みんなの健康 
　みんなの福祉 
みんなの健康 
　みんなの福祉 
みんなの健康 
　みんなの福祉 

住民福祉課　保健福祉係 

高高高高高高高高高高高高高高高高高高高高高齢齢齢齢齢齢齢齢齢齢齢齢齢齢齢齢齢齢齢齢齢者者者者者者者者者者者者者者者者者者者者者ののののののののののののののののののののの教教教教教教教教教教教教教教教教教教教教教室室室室室室室室室室室室室室室室室室室室室　
○初期認知症教室 ３月１８日（火）　９：３０～

 ４月９日（水）　９：３０～

 ４月１６日（水）　９：３０～

○高齢者転倒予防教室 ３月２１日（金）　９：３０～

 ４月４日（金）　９：３０～

○高齢者閉じこもり予防教室

 ３月２８日（金）　９：３０～

 ４月１１日（金）　９：３０～

以上の教室の会場は老人福祉センターです。

　介介介介介介介介介介介介介介介介介介介介介護護護護護護護護護護護護護護護護護護護護護者者者者者者者者者者者者者者者者者者者者者ののののののののののののののののののののの会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会
○家族介護者リフレッシュの会（気功太極拳）

 ３月２６日（水）　９：３０～

 ４月９日（水）　９：３０～

会場は老人福祉センターです。

○認知症家族会

　　　　　　　４月４日（金）　午前９：３０～１１：３０

会場はなごみ家です。

休休休休休休休休休休休休休休休休休休休休休日日日日日日日日日日日日日日日日日日日日日緊緊緊緊緊緊緊緊緊緊緊緊緊緊緊緊緊緊緊緊緊急急急急急急急急急急急急急急急急急急急急急当当当当当当当当当当当当当当当当当当当当当番番番番番番番番番番番番番番番番番番番番番医医医医医医医医医医医医医医医医医医医医医 駒：駒ヶ根市

なごみ家
185-2922
開館日　月～土曜 
午前9時～午後5時 

な
ご
み
家
だ
よ
り 

な
ご
み
家
だ
よ
り 

住
民
参
加
型
福
祉
施
設

住
民
参
加
型
福
祉
施
設 

住
民
参
加
型
福
祉
施
設 

● 

お
知
ら
せ 

●

電話番号所在地当　番　医期　日

８１－１３７７駒：上穂中谷内科医院 （内）３/１６（日）

８５－４８１７宮田村斉 藤 診 療 所 （内・外）３/２０（木）

８２－３５２２駒：上穂栄神　戸　医　院 （内・小）３/２３（日）

８３－３２２２駒：中割座光寺内科医院 （内・小）３/３０（日）

８３－２１５１駒：上穂南前 澤 病 院 （内・外・眼）４/６（日）

８５－２２１４宮田村北　原　医　院 （内）４/１３（日）

かかる前に電話でご確認をお願いします。

長
〜
い
太
巻
き
寿
司
作
り

　

２
月
４
日
（
月
）　

名
が
参
加

30

し
て
長
ー
い
太
巻
き
寿
司
を
作
り

ま
し
た
。

　

か
ん
ぴ
ょ
う
、
で
ん
ぷ
、
卵
焼

き
、
ほ
う
れ
ん
草
を
芯
に
し
て
、

「
せ
ー
の
」の
掛
け
声
で
一
斉
に
巻

き
ま
し
た
。
み
ご
と
に　

メ
ー
ト

10

ル
の
長
ー
い
巻
き
寿
司
の
完
成
。

参
加
者
全
員
で
、
今
年
の
恵
方
で

あ
る
南
南
東
を
向
い
て
い
た
だ
き

ま
し
た
。

辰
野
恒
雄
先
生
に
よ
る

　
　

子
育
て
マ
マ
サ
ロ
ン

日
時　

３
月　

日（
月
）

１７

　
　
　

午
前　

時
〜　

時
半　

１０

１１

　

こ
の
サ
ロ
ン
は
、
お
母
さ
ん
が

「
自
分
ら
し
さ
の
子
育
て
」
に
自

信
を
持
ち
、
同
じ
お
仲
間
を
持
て

る
こ
と
を
一
番
の
目
的
に
し
て
お

り
ま
す
。
初
め
て
の
方
も
大
丈
夫

で
す
。
参
加
し
て
み
ま
せ
ん
か
。

短
歌
「
あ
さ
が
お
の
会
」

日
時　

３
月　

日（
月
）

２４

　
　
　

午
後
１
時
半
〜

　

新
谷
悦
郎
先
生
に
教
え
て
い
た

だ
き
ま
す
。

　

今
年
の
冬
は
寒
波
が
続
き
、
毎

日
ブ
ル
ブ
ル
し
て
過
ご
し
ま
し
た
。

そ
の
上
雪
も
多
く
大
変
で
し
た
が
、

雪
が
降
る
度
に
近
所
の
方
が
駆
け

つ
け
て
く
だ
さ
り
、
助
か
り
ま
し

た
。

　

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

■ 

感
謝
で
す 

■

9

〜 〜 

3 
　16

4 
　15

保 

健 

ご 

よ 

み 

指定場所以外はすべて老人福祉センターで行います。日時などは個人通知でもお確かめください。

対　象　者実施日・受付時間内　　容

平成１９年１２月生まれ４月２日（水）午後１２時２０分～４ ヶ 月 児 健 診乳幼児健診

平成１９年６月生まれ４月２日（水）午後１２時４５分～１０ヶ月児健診

平成１８年１０月生まれ ４月２日（水）午後１時３０分～１ 歳 半 健 診

平成１７年１２月～
平成１８年２月生まれ ４月１５日（火）午後１２時３０分～２ 歳 児 歯 科

平成１９年８月生まれ３月１９日（水）午前９時１５分～７ヶ月児育児相談育 児 相 談

平成１９年１月生まれ３月１８日（火）午前９時１５分～１歳児育児相談

どなたでも
（子育て・母乳相談は要予約）３月２５日（火）午前９時００分～

相談日（母乳、子育て、
離乳食、ママの部屋）

母 と 子

どなたでも
（子育て相談は要予約）４月８日（火）午前９時００分～

相談日（子育て、離乳食、マ
マの部屋）※母乳相談なし

３月２５日（火）午前９時００分～ ４月８日（火）健 康 相 談 日成人相談健診

３月２６日（水）午前９時００分～ ４月９日（水）機 能 回 復 訓 練

働
き
な
が
ら
妊
娠
・
出
産
・
そ
し

て
育
児
と
が
ん
ば
る
女
性
の
姿
は
さ

ほ
ど
特
別
な
こ
と
で
は
な
く
な
っ
て

き
ま
し
た
。
で
も
は
じ
め
て
の
妊
娠

は
何
も
か
も
不
安
で
い
っ
ぱ
い
で
す
。

妊
娠
は
病
気
で
は
な
い
け
れ
ど
今

ま
で
の
自
分
と
同
じ
で
は
あ
り
ま
せ

ん
。
職
場
に
お
け
る
母
性
を
守
る
制

度
や
し
く
み
に
つ
い
て
も
よ
く
知
っ

て
、
仕
事
と
育
児
の
ど
ち
ら
に
も
夢

を
持
ち
つ
づ
け
ま
し
ょ
う
。

職
場
に
知
ら
せ
る

妊
娠
や
出
産
は
プ
ラ
イ
ベ
ー
ト
な

こ
と
で
す
が
、
仕
事
を
し
な
が
ら
子

ど
も
を
産
み
、
育
て
る
の
は
職
場
の

理
解
と
協
力
が
不
可
欠
で
す
。
勤
務

先
に
と
っ
て
も
妊
娠
中
の
配
慮
や
対

策
、
さ
ら
に
は
産
休
や
育
児
休
暇
に

伴
う
人
員
の
配
置
な
ど
、
い
ろ
い
ろ

な
準
備
が
必
要
で
す
。
上
司
や
同
僚

に
報
告
し
、
仕
事
を
続
け
た
い
意
志

を
伝
え
、
協
力
を
頼
み
ま
し
ょ
う
。

な
る
べ
く
早
く
妊
娠
の
報
告
を

妊
娠
が
わ
か
っ
た
ら
、
な
る
べ
く

早
く
周
囲
の
人
達
に
次
の
こ
と
な
ど

を
伝
え
ま
し
ょ
う
。

①
出
産
予
定
日
、
②
産
休
の
期
間
、

③
産
休
後
の
育
児
休
業
制
度
を
利
用

す
る
か
ど
う
か
、
④
現
在
の
母
体
の

状
態
、
⑤
妊
娠
中
の
勤
務
で
配
慮
し

て
ほ
し
い
こ
と
、
な
ど
。

周
囲
の
人
達
に
現
在
の
状
況
や
予

定
を
伝
え
て
、
気
持
ち
よ
く
妊
娠
を

受
け
止
め
て
も
ら
え
る
よ
う
に
し
た

い
も
の
。
仕
事
を
カ
バ
ー
し
て
も

ら
っ
た
り
、
迷
惑
を
か
け
る
よ
う
な

と
き
は
感
謝
の
気
持
ち
を
伝
え
て
、

で
き
る
仕
事
に
は
最
善
を
尽
く
し
周

囲
の
理
解
を
得
る
努
力
を
し
ま
し
ょ

う
。

勤
務
先
の
就
業
規
則
の
確
認
を

①
妊
娠
中
の
勤
務
時
間
の
変
更
、

②
つ
わ
り
休
暇
や
妊
娠
中
の
通
院
時

間
の
規
程
、
③
産
休
期
間
や
育
児
休

業
制
度
に
独
自
の
規
程
が
あ
る
か
、

な
ど
。

妊
娠
は
仕
事
に
ど
う
影
響
す
る

主
治
医
に
仕
事
内
容
を
伝
え
、
注

意
点
を
聞
き
ま
し
ょ
う
。

妊
娠
中
は
無
理
は
禁
物
。
無
理
せ

ず
完
璧
を
求
め
す
ぎ
な
い
こ
と
が
仕

事
を
し
な
が
ら
妊
娠
、
出
産
、
育
児

を
乗
り
切
る
コ
ツ
で
す
。

妊
娠
初
期
の
健
康
管
理

夏
の
オ
フ
ィ
ス
で
は
冷
房
に
よ
る

冷
え
す
ぎ
が
心
配
で
す
。
ひ
ざ
か
け

を
す
る
、
カ
ー
デ
ィ
ガ
ン
を
羽
織
る
、

働
く
女
性
の 

マ
タ
ニ
テ
ィ
ー
ラ
イ
フ 

　
　
妊
娠
が
わ
か
っ
た
ら 

ソ
ッ
ク
ス
を
は
く
な
ど
し
て
、
お
な

か
を
冷
や
さ
な
い
よ
う
に
注
意
し
ま

し
ょ
う
。

産
休
に
入
る
前
に

出
産
後
、
ど
の
よ
う
に
夫
婦
で
協

力
し
あ
っ
て
赤
ち
ゃ
ん
を
育
て
仕
事

を
続
け
て
い
く
の
か
、
夫
婦
で
話
し

合
っ
て
お
き
ま
し
ょ
う
。
特
に
育
児

休
業
制
度
を
利
用
す
る
の
か
し
な
い

の
か
き
ち
ん
と
話
し
合
い
、
決
め
て

お
く
必
要
が
あ
り
ま
す
。
結
論
が
出

た
ら
で
き
る
だ
け
早
く
勤
務
先
に
伝

え
、
仕
事
の
引
継
ぎ
な
ど
の
準
備
を

は
じ
め
ま
す
。
産
休
に
入
る
前
に
仕

事
の
引
継
ぎ
を
き
ち
ん
と
し
て
お
く

こ
と
は
、
後
を
引
き
継
い
で
く
れ
る

人
の
た
め
に
も
、
ま
た
復
帰
後
の
自

分
自
身
の
仕
事
を
ス
ム
ー
ズ
に
す
る

た
め
に
も
、
と
て
も
大
切
で
す
。
産

休
中
の
連
絡
先
も
伝
え
て
お
け
ば
安

心
で
す
。
そ
し
て
、
仕
事
を
引
き
継

い
で
く
れ
る
人
は
も
ち
ろ
ん
同
じ
職

場
の
同
僚
た
ち
に
、「
あ
り
が
と
う
」

の
気
持
ち
を
忘
れ
ず
に
伝
え
て
産
休

に
入
り
ま
し
ょ
う
。
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宮

田

村

議

会

議

員

選

挙

年

の

歩

み

50

　

任
期
満
了
に
伴
う
宮
田
村
議
会
議

員
選
挙
は
、
来
た
る
３
月　

日
告
示
、

２５

３
月　

日
投
開
票
の
日
程
で
実
施
さ

３０

れ
ま
す
。

　

こ
れ
か
ら
４
年
間
の
村
民
の
代
表

を
決
め
る
大
切
な
選
挙
で
す
の
で
、

村
議
会
と
し
ま
し
て
も
、
一
人
で
も

多
く
の
村
民
の
皆
様
が
投
票
に
参
加

さ
れ
ま
す
よ
う
、
切
に
お
願
い
す
る

次
第
で
す
。

　

今
月
の
「
議
会
だ
よ
り
」
は
、
約

　

年
を
遡
っ
て
、
宮
田
村
議
会
議
員

５０選
挙
の
歩
み
を
紹
介
し
ま
す
。

■ 
村
議
会
議
員
定
数

　

議
員
定
数
は
１
９
６
４
年
選
挙
ま

で　

人
、
１
９
６
８
年
選
挙
か
ら　

２２

１６

人
、
２
０
０
４
年
か
ら　

人
、
２
０

１２

０
７
年
９
月
議
会
の　

人
改
正
案
否

１０

決
を
経
て
、
２
０
０
８
年
選
挙
は　
１２

人
で
変
わ
ら
ず
。

■ 
無
投
票
選
挙

　

１
９
６
４
年
選
挙
立
候
補
者
数
は

定
数（　

人
）と
同
数
、１
９
８
４
年

２２

選
挙
は
定
数（　

人
）と
同
数
、１
９

１６

９
６
年
選
挙
は
定
数（　

人
）に
対
し

１６

て　

人
で
２
人
の
欠
員
、２
０
０
０

１４
年
選
挙
は
定
数（　

人
）と
同
数
で
、

１６

無
投
票
選
挙
は
合
計
４
回
あ
っ
た
。

■ 
女
性
議
員

　

１
９
９
２
年
選
挙
で
初
当
選
、
１

９
９
６
年
無
投
票
で
連
続
当
選
、
女

性
議
員
が
存
在
し
た
の
は
こ
の
２
期

の
み
。

■ 
０
・
２
７
９
票
差
の
勝
負

　

１
９
７
２
年
の
選
挙
の
最
下
位
当

選
者
は
１
８
７
・
２
７
９
票
、次
点
者

は
１
８
７
票
で
そ
の
差
は
わ
ず
か

０
・
２
７
９
票
で
あ
っ
た
。

　

こ
の
選
挙
は
同
姓
の
候
補
者
が
３

名
い
て
、
こ
の
３
名
う
ち
の
誰
か
を

特
定
で
き
な
い
１
票
が
あ
っ
た
た
め
、

こ
の
一
票
を
３
人
の
得
票
数
で
案
分

し
た
数
値
を
、
各
自
の
得
票
数
に
加

え
た
た
め
で
あ
る
。（
公
職
選
挙
法
）

　

ち
な
み
に
同
姓
の
三
人
の
得
票
は
、

２
６
４
・
３
９
４
票
、
２
１
９
・
３
２

６
票
、そ
し
て
１
８
７
・
２
７
９
票
で

あ
っ
た
。

■ 
投
票
率

　

投
票
率
の
最
高
は
１
９
７
６
年
選

挙
の　

・　

％
、
最
低
は
前
回
２
０

９３

８９

０
４
年
選
挙
の　

・　

％
で
あ
っ
た
。

８２

５９

　

１
９
９
６
年
と
２
０
０
０
年
、
２

回
の
無
投
票
選
挙
の
後
、　

％
台
か

９０

ら　

％
台
に
急
落
し
た
。 

８０

継
続
し
て
５
％
減
を
申
し
入
れ

来
年
度
議
員
報
酬

　

村
の
特
別
報
酬
審
議
会
は
、
村
長

の
諮
問
ど
お
り
「
現
在
５
％
カ
ッ
ト

さ
れ
て
い
る
村
議
会
議
員
の
報
酬
を

元
に
戻
す
べ
き
」
と
の
答
申
を
村
長

に
提
出
し
ま
し
た
。

　

こ
れ
を
受
け
て
議
会
は
、
１
月　
２８

日
の
全
員
協
議
会
に
お
い
て
協
議
を

行
い
、『
戻
す
と
い
っ
て
も
実
質
増

額
で
あ
る
。
厳
し
い
財
政
事
情
の
中

で
引
き
続
き
減
額
し
て
い
く
べ
き
。』

と
の
結
論
を
全
員
一
致
で
出
し
、
村

長
へ
申
し
入
れ
ま
し
た
。

　

我
々
の
活
動
を
評
価
し
て
頂
い
た
、

そ
ん
な
捉
え
方
も
で
き
る
審
議
会
の

答
申
で
は
あ
り
ま
す
が
、『
宮
田
村

の
た
め
に
、
さ
ら
に
一
生
懸
命
活
動

を
。』と
の
叱
咤
激
励
で
あ
る
こ
と
は
、

間
違
い
あ
り
ま
せ
ん
。

　

真
摯
に
受
け
止
め
、
頑
張
ら
な
け

れ
ば
い
け
ま
せ
ん
。

　

私
た
ち
が
編
集
委
員
に
な
っ
て
か

ら
２
年
が
過
ぎ
、
今
月
が
任
期
最
後

の
「
議
会
だ
よ
り
」
と
な
り
ま
し
た
。

　

議
会
改
革
の
一
環
と
し
て
議
員
自

身
の
手
で
始
め
、
手
探
り
で
や
っ
て

き
ま
し
た
。
４
月
か
ら
は
ま
た
新
た

な
ス
タ
ー
ト
と
な
り
ま
す
。
２
年
間

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

編　

集　

後　

記

出 来 事投票率投票者数有権者立候補者定員選 挙 年 月 日

平成19年９月定例会で定数10名への改正案否決123月30日(平成20年）2008

平成15年９月定例会で定数12名となる82.595774699114123月28日(平成16年）2004

無投票1616無投票(平成12年）2000

無投票　２名欠員1416無投票(平成8年）1996

女性議員誕生90.345488607519163月22日(平成4年）1992

88.695191585317163月27日(昭和63年）1988

1616無投票(昭和59年）1984

93.29不明不明18163月30日(昭和55年）1980

最高得票率93.89不明510517163月28日(昭和51年）1976

0.279票の勝負92.844515486317163月26日(昭和47年）1972

昭和40年12月定例会で定員16名となる89.403703414219163月24日(昭和43年）1968

2222無投票(昭和39年）1964

分市後初選挙不明不明不明2622４月(昭和35年）1960

22(昭和31年）1956
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３
月　

日
は

30

　

宮
田
村
議
会
議
員
一
般
選
挙
で
す

　

任
期
満
了
（
平
成　

年
４
月
２
日
）
に
伴
う
宮
田
村
議
会
議
員
一
般
選
挙
が
３
月　

日
（
日
）
に
行
わ
れ
ま
す
。
協
働
の
村
づ
く
り
を
進
め

２０

３０

る
た
め
の
、
最
も
身
近
で
大
切
な
選
挙
で
す
。
投
票
日
に
は
忘
れ
ず
に
投
票
に
行
き
ま
し
ょ
う
。

投
票
日
ま
で
の
日
程

３
月　

日（
金
）

２１

　

立
候
補
届
出
書
類
事
前
審
査

　

９
時
〜　

時
１２

３
月　

日（
日
）

２３

　

選
挙
人
名
簿
登
録
基
準
日

３
月　

日（
月
）

２４

　

選
挙
人
名
簿
登
録
日

３
月　

日（
火
）告
示
日

２５

　

立
候
補
届
出
受
付　

８
時　

分
〜　

時

３０

１７

３
月　

日（
日
）投
開
票
日

３０

　

投
票　

７
時
〜　

時
２０

　

開
票　
　

時　

分
〜

２０

４５

投
票
で
き
る
の
は

　

今
回
の
選
挙
で
投
票
で
き
る
の
は
、
昭

和　

年
３
月　

日
以
前
に
生
ま
れ
た
人
で
、

６３

３１

選
挙
人
名
簿
登
録
基
準
日
（
３
月　

日
）

２３

の
３
か
月
前
に
宮
田
村
に
住
民
登
録
を
し
、

投
票
日
ま
で
引
き
続
き
居
住
し
て
い
る
人

で
す
。

選
挙
人
名
簿
の
縦
覧

　

選
挙
人
名
簿
に
正
し
く
登
録
さ
れ
て
い

る
か
ど
う
か
を
確
認
し
て
い
た
だ
く
た
め
、

選
挙
人
名
簿
の
縦
覧
を
行
い
ま
す
。

期
間　

３
月　

日（
火
）〜　

日（
水
）

２５

２６

時
間　

８
時　

分
〜　

時

３０

１７

場
所　

宮
田
村
選
挙
管
理
委
員
会
事
務
局

　
　
　

（
役
場
総
務
課
）

投
票
所
は

　

お
住
ま
い
の
地
区
の
投
票
所
で
投
票
を

し
て
下
さ
い
。
各
地
区
の
投
票
所
は
次
の

と
お
り
で
す
。

当
日
都
合
の
悪
い
人
は

 

期
日
前
投
票
を
！

　

当
日
旅
行
に
出
か
け
る
予
定
が
あ
る
、

冠
婚
葬
祭
が
あ
る
な
ど
投
票
日
に
投
票
で

き
な
い
場
合
は
、
期
日
前
投
票
が
で
き
ま

す
。

期
日
前
投
票
の
期
間

３
月　

日（
水
）〜
３
月　

日（
土
）

２６

２９

午
前
８
時　

分
〜　

時

３０

２０

投
票
場
所　

宮
田
村
役
場
第
７
会
議
室

ル
ー
ル
を
守
っ
て
明
る
い
選
挙

　

立
候
補
す
る
か
ら
に
は
当
選
し
た

い
、
当
選
さ
せ
た
い
と
思
う
の
が
人

情
で
す
が
、
明
る
い
村
政
の
た
め
に

は
正
し
い
選
挙
が
行
わ
れ
る

こ
と
が
大
切
で
す
。

　

選
挙
運
動
は
立
候
補
の
届

出
が
済
ん
だ
と
き
か
ら
投
票

日
の
前
日
ま
で
行
う
こ
と
が

で
き
ま
す
。

　

ル
ー
ル
を
守
っ
て
明
る
い

選
挙
を
推
進
し
ま
し
ょ
う
。

町 １ 区 公 民 館第１投票所町 １ 区

北 割 集 落 セ ン タ ー第２投票所北 割 区

南 割 集 落 セ ン タ ー第３投票所南 割 区

新田地区転作促進研修センター第４投票所新 田 区

大 田 切 集 落 セ ン タ ー第５投票所大 田 切 区

大 久 保 集 落 セ ン タ ー第６投票所大 久 保 区

中 越 集 落 セ ン タ ー第７投票所中 越 区

町 ３ 区 公 民 館第８投票所町 ３ 区

宮田村勤労者研修センター第９投票所つつじが丘区

町 ２ 区 公 民 館第１０投票所町 ２ 区

大 原 区 公 民 館第１１投票所大 原 区

ご
存
知
で
す
か
寄
附
禁
止　

例
え
ば
…

■
候
補
者
等
が
選
挙
区
内
に
対
し
て
す
る
お

中
元
、
お
歳
暮
、
入
学
祝
、
結
婚
祝
、
出

産
祝
、
お
祭
り
等
の
寄
附
、
餞
別
な
ど
従

来
か
ら
慣
行
と
し
て
行
わ
れ
て
い
る
よ
う

な
も
の
も
該
当
し
ま
す
。

■
候
補
者
等
が
結
婚
式
に
招
か
れ
た
場
合
、

そ
れ
が
会
費
制
の
結
婚
式
で
あ
れ
ば
、
そ

の
会
費
を
支
払
う
こ
と
は
差
し
支
え
あ
り

ま
せ
ん
。

■
氏
子
・
檀
家
と
な
っ
て
い
る
神
社
や
寺（
選

挙
区
内
）
の
社
殿
や
本
堂
修
復
の
た
め
、

候
補
者
等
が
寄
附
を
す
る
こ
と
は
禁
止
さ

れ
て
い
ま
す
。

■
個
人
が
候
補
者
に
対
し
て
行
う
選
挙
の
陣

中
見
舞
い
は
認
め
ら
れ
ま
す
が
、
企
業
・

労
働
組
合
等
の
団
体
の
陣
中
見
舞
い
は
禁

止
さ
れ
て
い　
　
　
　
　

ま
す
。
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組織市町村　☆駒ヶ根市　☆飯島町　☆中川村　☆宮田村 

伊南行政組合長に
杉本駒ヶ根市長が就任しました

　駒ヶ根市長の交代に伴い、伊南行政組合は２月１日　構成４市町村の首長が集まり審議し、互選により

新組合長に杉本幸治駒ヶ根市長を選任しました。

昭
和
伊
南
総
合
病
院
か
ら
の
お
知
ら
せ

　

常
勤
医
師
の
減
員
に
伴
い
、４
月
か
ら
小
児
科
外

来
、産
婦
人
科
外
来
の
受
け
入
れ
態
勢
が
変
わ
り
ま

す
。
地
域
の
皆
様
に
は
ご
不
便
を
お
か
け
し
ま
す

が
、
ご
理
解
を
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

小
児
科

○
平
日
時
間
内
（
８
時
〜　

時
受
付
）
の
一
般
外
来

１１

診
療
は
従
来
ど
お
り
で
す
。

○
平
日
の
外
来
受
付
時
間
外
（　

時
〜　

時　

分
）

１１

１７

３０

の
受
診
は
、入
院
が
必
要
な
患
者
様
又
は
緊
急
性

の
高
い
患
者
様
に
限
ら
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

○
時
間
外
（　

時　

分
〜
翌
８
時　

分
）
及
び
土
日

１７

３０

３０

祝
日
並
び
に
小
児
科
医
不
在
時
は
、受
け
入
れ
る

こ
と
が
で
き
ま
せ
ん
。
た
だ
し
、小
児
科
医
が
当

直
勤
務
の
場
合
は
対
応
い
た
し
ま
す
。

産
婦
人
科

○
３
月　

日
〜

１９

外
来
診
察
は
、
初
診
・
再
診
と
も
予
約
さ
れ
た
方

の
み
と
な
り
ま
す
。

○
３
月　

日
か
ら
は
急
患
受
け
入
れ
が
で
き
な
く

２７

な
り
ま
す
。
緊
急
の
場
合
は
伊
那
中
央
病
院
で

の
受
診
を
お
願
い
し
ま
す
。

○
４
月
２
日
〜

週
３
回
（
水
・
木
・
金
）
の
診
療
と
な
る
予
定
で

す
。
こ
の
診
療
時
間
帯
に
は
助
産
師
に
よ
る
妊

婦
健
診
（
正
常
経
過
の
み
）
を
行
な
い
ま
す
。
外

来
診
療
、妊
婦
健
診
と
も
に
予
約
制
と
な
り
ま
す
。

○
お
産
後
の
母
乳
外
来
と
相
談
業
務
は
今
ま
で
ど

お
り
行
な
い
ま
す
。

※
ご
不
明
の
点
は
、
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

�　

－

２
１
２
１

８２

伊南行政組合　一般会計予算概要
　伊南行政組合2月定例会において、新年度の伊南行政組合一般会計予算及び昭和伊南総合病院事業会計予算

が可決されました。今回はその中から、一般会計予算についてお知らせします。

（単位：千円）歳　　入
内 容構成比比 較前年度予算額本年度予算額項 目

構成市町村からの分担金92.7%△ 95,4421,689,4421,594,000分担金及び負担金
火葬場、衛生センター使用料2.2%△ 1,48339,63438,151使用料及び手数料
消防施設整備事業補助金0.6%10,447010,447国庫支出金
土地建物貸付収入0.0%6040100財産収入
前年度繰越金2.6%9,09235,00044,092繰越金

資源物販売料、高速道路救急支弁
金、駐車場料等

0.6%△ 9010,12210,032諸収入

消防ポンプ車1.3%△ 267,700289,70022,000組合債
100.0%△ 345,1162,063,9381,718,822歳　入　合　計

（単位：千円）歳　　出
内 容構成比比 較前年度予算額本年度予算額項 目

議会運営費0.0%△ 7111,8601,149議会費
総務管理費、監査委員費3.8%23,08842,00365,091総務費

57.0%△ 10,329990,069979,740衛生費
火葬場費、老人保健施設費5.7%△ 4,168102,31898,150　　保健衛生費
衛生センター費、不燃物処理場費13.0%△ 21,310244,900223,590　　清掃費
病院事業会計繰出金38.3%15,149642,851658,000　　病院費
消防本部・消防署運営費32.8%△ 372,581936,527563,946消防費
組合債元利償還金4.5%△ 11,67588,47976,804公債費

1.9%27,0925,00032,092予備費
100.0%△ 345,1162,063,9381,718,822歳　出　合　計
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伊南行政組合便り　いなん

伊南４市町村　平成１９年度

火災発生状況と救急出場数

出
火
件
数
は　

件
で
、
前

36

年
に
比
べ
８
件
減
少
し
て

い
ま
す
。
出
火
率
（
人
口
１

万
人
当
た
り
の
出
火
件
数
）

は
、
伊
南
管
内
は
６
件
で
前

年
の
７
・
２
件
に
比
べ
減
少

し
て
い
ま
す
が
、
全
国
・
県

（
平
成　

年
全
国
平
均
４
・

１８

２
件
・
県
平
均
４
・
８
件
）

に
比
べ
る
と
高
い
比
率
と

な
っ
て
い
ま
す
。
出
火
原

因
の
第
１
位
は
た
き
火
で
、

「
た
き
火
の
火
が
周
囲
の

枯
草
に
燃
え
移
る
」「
消
し

た
は
ず
の
も
の
が
再
燃
し

た
」
な
ど
に
よ
っ
て
発
生
し

ま
し
た
。
他
に
も
、
タ
バ
コ

の
不
始
末
、
コ
ン
ロ
の
消
し

忘
れ
、
子
供
の
火
遊
び
な
ど

が
原
因
で
火
災
が
発
生
し

ま
し
た
。

一
方
、救
急
出
場
数
は
1
、

8
6
0
件
で
、
事
故
種
類
別

に
み
る
と
急
病
が
半
数
以

上
を
占
め
、
次
い
で
一
般
負

傷
、
医
師
の
依
頼
で
病
院
か

ら
病
院
へ
搬
送
す
る
転
院

搬
送
、
交
通
の
順
と
な
っ
て

い
ま
す
。
ま
た
、
最
近
の
救

急
の
傾
向
と
し
て
、
傷
病
者

の
高
齢
化
や
生
活
習
慣
病

が
元
と
な
る
疾
患
が
増
加

傾
向
に
あ
り
ま
す
。

■火災発生件数

■救急事故種別出場数

出　
　
　

火　
　
　

率

出　火　件　数区　分　

　市町村

そ　

の　

他

車　
　
　

両

林　
　
　

野

建　
　
　

物

計

6.37221122
駒ヶ根市

（34,663人）

6.540217
飯島町

（10,788人）

5.530003
中川村

（5,419人）

4.320204
宮田村

（9,378人）

616261236
計

（60,248人）

合

計

そ

の

他

転
院
搬
送

急

病

自
損
行
為

加

害

一
般
負
傷

運
動
競
技

労
働
災
害

交

通

水

難

自
然
災
害

火

災

　

110761776221301541221101001駒 ヶ 根 市

34142320940565634000飯 島 町

1772612212321110000中 川 村

2111415521290217000宮 田 村

240013002009000中 央 道

18601321011212032731830171001合 計

※その他には医師搬送、資器材搬送が含まれます。
　　　　　　　　お問い合わせ　　　伊南行政組合消防本部　北消防署　81－0119
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　南消防署　89－1119

※ （　）内 H19．12．1の人口



14

図
書
館
休
館
日

３
／　

�
・　

�
・　

�
・　

�

17

21

24

31

※
図
書
館
は
祝
日
開
館
し
て
い

ま
す
。
祝
日
の
翌
日
が
振
替

休
館
と
な
り
ま
す
。

お
は
な
し
会
の
お
知
ら
せ

※
３
月
の「
み
ん
な
の
ひ
ろ
ば
」は

　

日（
土
）・
午
前　

時　

分
〜

２２

１０

３０

　

学
習
室
（
小
学
生
・
幼
児
向
け
）

※
４
月
の
「
ひ
よ
こ
の
ひ
ろ
ば
」
は

　

９
日（
水
）･
午
前　

時　

分
〜

１０

３０

　

幼
児
コ
ー
ナ
ー
（
幼
児
向
け
）

み
ん
な
の
ひ
ろ
ば　

も
ち
っ
こ
大
会

in

図書館 
だより 

　

先
月
の　

日
、
図
書
館
の
お
は
な

２３

し
会
「
み
ん
な
の
ひ
ろ
ば
」
が
公
民

館
の
も
ち
っ
こ
大
会
と
同
時
開
催
さ

れ
約　

名
が
参
加
し
て
、
お
も
ち
の

４０

料
理
が
出
来
る
ま
で
の
間
、
絵
本
の

読
み
聞
か
せ
や
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
サ

ー
ク
ル
�
で
ん
で
ん
む
し
�
の
皆
さ

ん
に
よ
る
大
型
紙
芝
居
で
、
お
は
な

し
の
世
界
を
楽
し
み
ま
し
た
。
上
演

が
終
わ
る
と
「
え
ー
、
も
う
？
」
と

言
っ
た
名
残
惜
し
そ
う
な
子
供
の
声

も
聞
か
れ
ま
し
た
。

　

そ
の
後
�
ま
ほ
う
の
く
れ
よ
ん
�

さ
ん
の
パ
ネ
ル
シ
ア
タ
ー
で
簡
単
な

ク
イ
ズ
遊
び
を
し
て
み
ん
な
で
し
ば

し
の
楽
し
い
時
間
を
過
ご
し
ま
し
た
。

こ
の
た
び
、
信
州
み
や
だ
ワ
イ

ン
紫
輝
２
０
０
７
は
同
じ
ヤ
マ

ソ
ー
ビ
ニ
オ
ン
で
醸
造
し
た
駒
ヶ

原
２
０
０
７
と
と
も
に
長
野
県
原

産
地
呼
称
に
５
年
連
続
で
認
定
さ

れ
ま
し
た
。

こ
の
制
度
は
消
費
者
の
「
食
」

に
つ
い
て
の
関
心
が
年
々
高
ま
っ

て
い
る
な
か
で
、「
長
野
県
で
生

産
・
製
造
さ
れ
た
も
の
」
を
自
信

と
責
任
を
持
っ
て
ア
ピ
ー
ル
し
な

が
ら
ブ
ラ
ン
ド
化
を
目
指
す
も
の

で
、
現
在
日
本
酒
・
ワ
イ
ン
な
ど

の
酒
類
と
米
に
導
入
さ
れ
、
今
後

他
の
品
目
に
つ
い
て
も
順
次
導
入

し
て
い
く
予
定
で
す
。

認
定
は
「
原
料
の
栽
培
、
製
造

か
ら
瓶
詰
・
出
荷
ま
で
全
て
長
野

県
で
行
わ
れ
て
い
る
こ
と
」
が
基

準
で
、
１
０
０
％
県
内
産
を
証
明

す
る
書
類
審
査
と
官
能
審
査
を
パ

ス
し
た
も
の
が
晴
れ
て
「
長
野
県

の
代
表
」
と
し
て
認
定
さ
れ
ま
す
。

信州みやだワイン

ワインカレンダー Vol. 6

５年連続認定！
「長野県
　原産地呼称管理制度」

「
ね
ず
み
の
す
も
う
」

　

大
型
紙
芝
居
の
演
目
「
ね
ず
み
の

す
も
う
」
は
ご
存
じ
、
ほ
の
ぼ
の
と

し
た
ち
ょ
っ
ぴ
り
癒
し
系
の
昔
話
。

素
朴
で
可
愛
い
ら
し
い
ね
ず
み
た
ち

の
表
情
や
、「
で
ん
か
し
ょ　

で
ん

か
し
ょ
」
の
相
撲
の
か
け
声
が
と
て

も
心
地
よ
く
、
観
客
を
魅
了
し
ま
し

た
。

 

三
月
の
本
棚

＜

新
着
図
書
紹
介＞

●
一
般
書

�
ド
ラ
キ
ュ
ラ 
城 
の 
舞
踏
会 

じ
ょ
う 

ぶ
と
う
か
い

 

（ 
赤
川  
次
郎 
）

あ
か
が
わ 

じ
ろ
う

�
Ｌ
ｉ
ｆ
ｅ　

－

パ
パ
は 
心 
の 
中 
に

こ
こ
ろ 

な
か

い
る－

 

（ 
飯
島  
寛
子 
）

い
い
じ
ま 

ひ
ろ
こ

� 
親
指 
の 
恋
人  

（ 
石
田  
衣  
良 
）

お
や
ゆ
び 

こ
い
び
と 

い
し
だ 

い 

ら

� 
遺 
し
た
い 
言
葉  
（ 
瀬
戸
内  
寂
聴 
）

の
こ 

こ
と
ば 

せ
と
う
ち 

じ
ゃ
く
ち
ょ
う

�
エ
ク
サ
バ
イ
ト 

（ 
服
部  
真
澄 
）

は
っ
と
り 

ま
す
み

� 
春 
の
は
じ
ま
る 
朝  

（ 
藤
川  
洋
子 
）

は
る 

あ
さ 

ふ
じ
か
わ 

よ
う
こ

� 
知
覧 
か
ら
の 
手
紙  

（ 
水
口  
文
乃 
）

ち
ら
ん 

て
が
み 

み
ず
ぐ
ち 

ふ
み
の

●
児
童
書

� 
日
本 
の 
林
業 　

２

に
ほ
ん 

り
ん
ぎ
ょ
う

� 
宇
宙 
へ
の 
秘
密 
の 
鍵 

う
ち
ゅ
う 

ひ
み
つ 

か
ぎ

�
い
た
ず
ら
ぎ
つ
ね

�
あ
め
だ
ま
を
た
べ
た
ラ
イ
オ
ン

�
ホ
ネ
ホ
ネ
た
ん
け
ん
た
い　
 
他

演者さんの息もぴったり

みんな大好き！おはなし会

赤いもの　　
　　なぁに？

▲委員にはソムリエの
田崎真也氏が顧問と
して加わっている

今今回回はは新新たたにに3366本本ののワワイインンがが認認定定

15

ＴＥＬ85－2314 
ＦＡＸ85－5583 
 

�公民館メール �　kominkan@vill.miyada.nagano.jp

短
歌
・
俳
句 

鳥
な
ら
ば
何
鳥
と
な
り
て
飛
び
た
た
む
布
団
よ
り
出
る
孵
化
す

る
よ
う
に 

花
井
い
ち
江
（
町　

三
）

 
時
雨 
止
み
淡
き 
夕
虹 
か
か
り
ゐ
つ
明
日
の
幸
の
か
け
橋
な
ら
む

し
ぐ
れ 

ゆ
う
に
じ

 

伊
藤
き
よ
み
（
北　

割
）

朝
露
は
し
と
ど
に
深
く
天
高
く 

三
浦　

和
子
（
北　

割
）

紅
葉
旅
バ
ス
中
で
解
く
師
の
教 

春
日
か
ね
子
（
北　

割
）

夕
焼
け
る
空
は
北
欧
ム
ン
ク
の
絵 

小
田
切
藤
彦
（
北　

割
）

着
ぶ
く
れ
て
縦
に
も
横
に
も
な
ら
ぬ
所
作

 

浦
野　

和
子
（
南　

割
）

グループめぐり
スポーツ（9）

イ
ン
デ
ィ
ア
カ
ク
ラ
ブ

太
田
す
み
ゑ

　

「
エ
イ
ッ
。
ソ
レ
イ
ケ
。
気
合
い
だ
！

気
合
い
だ
」毎
週
火
曜
日
の
午
前
九
時
か

ら
十
一
時
ま
で
、に
ぎ
や
か
な
歓
声
が
体

育
館
い
っ
ぱ
い
に
響
き
わ
た
り
ま
す
。

　

イ
ン
デ
ィ
ア
カ
っ
て
ど
ん
な
ス
ポ
ー

ツ
？
ブ
ラ
ジ
ル
の
イ
ン
デ
ィ
ア
ン
の
伝

承
ゲ
ー
ム
が
最
初
と
さ
れ
、バ
ド
ミ
ン
ト

ン
の
ネ
ッ
ト
と
コ
ー
ト
を
利
用
し
、皮
で
で
き
た
ボ
ー
ル
の
先
に
二
十
セ

ン
チ
程
の
羽
根
が
付
い
た
も
の
を
手
で
打
ち
合
う
ゲ
ー
ム
で
す
。
ル
ー

ル
は
四
人
制
で
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
と
同
じ
で
す
。

　

ニ
ュ
ー
ス
ポ
ー
ツ
と
し
て
婦
人
学
級
で
始
め
て
か
ら
も
う
二
十
年
余

り
、
三
年
程
前
に
教
室
か
ら
ク
ラ
ブ
に
か
わ
り
独
立
し
ま
し
た
。
メ
ン

バ
ー
は
ベ
テ
ラ
ン
か
ら
初
心
者
ま
で
十
七
人
。
平
均
年
齢
は
七
十
三
歳

�
ど
ん
な
に
寒
か
ろ
う
が
七
十
代
と
は
思
え
な
い
パ
ワ
ー
で
、
動
き
、
皆

口
々
に
言
っ
て
い
ま
す
。「
イ
ン
デ
ィ
ア
カ
が
、
生
き
が
い
だ
わ
�
」

　

次
回
＝
活
心
術
峯
丈
流
護
身
武
道

▲もちをつく間しばし集中しました

　

朝
か
ら
小
雨
の
た
め
、
も
ち
つ
き

を
広
場
か
ら
エ
ン
ト
ラ
ン
ス
ホ
ー
ル

に
変
更
。
出
足
が
あ
や
ぶ
ま
れ
ま
し

た
が
二
百
人
余
の
親
子
が
参
加
。
メ

イ
ン
の
も
ち
つ
き
、
ア
ニ
メ
鑑
賞
、

み
ん
な
の
広
場
、
楽
し
い
食
事
会
な

ど
に
ぎ
や
か
に
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

も
ち
つ
き
は
初
め
て
と
い
う
園
児

は
、
父
母
の
助
け
を
か
り
な
が
ら
緊

張
し
た
面
も
ち
で
、
も
ち
つ
き
を
体

験
し
て
い
ま
し
た
。

梅
の
木
せ
ん
定
講
座

▲おいしくて何ばいもおかわりしました

　

つ
き
上
が
っ
た
も
ち
は
、
婦
人
学

級
役
員
が
中
心
に
な
っ
て
、
手
早
く

き
な
粉
や
汁
粉
に
し
ま
し
た
。

　

今
年
四
回
目
の
お
手
伝
い
に
な
る

給
食
調
理
員
や
学
校
給
食
を
育
て
る

会
の
皆
さ
ん
が
、
中
央
保
育
園
で
調

理
し
た
「
い
な
か
汁
」
を
ご
ち
そ
う

し
て
く
れ
ま
し
た
。
地
元
産
の
食
材

で
食
の
安
全
や
栄
養
に
配
慮
し
た
お

い
し
い
汁
で
し
た
。

▲どの枝をせん定するか見つめる参加者

　

厳
し
い
寒
さ
が
続
い
た
二
月
九
日
、

梅
の
せ
ん
定
講
座
が
村
民
会
館
広
場

で
、
参
加
者
十
八
人
と
梅
の
木
を
管

理
し
て
い
る
壮
年
連
盟
で
行
わ
れ
ま

し
た
。
J
A
上
伊
那
グ
リ
ー
ン
セ
ン

タ
ー
宮
田
の
兼
子
敦
さ
ん
が
指
導
。

参
加
者
は
樹
勢
に
応
じ
て
せ
ん
定
さ

れ
る
枝
の
様
子
を
観
察
し
た
り
、
熱

心
に
話
を
聞
い
て
い
ま
し
た
。

　

青
梅
（
青
果
用
）
も
干
し
梅
用
も

せ
ん
定
の
基
本
は
同
じ
と
の
こ
と
。

日
当
た
り
が
悪
く
伸
び
の
悪
い
枝
や
、

下
に
た
れ
た
枝
は
切
除
し
花
芽
の
充

実
し
た
も
の
を
残
す
。
干
し
梅
用
は

収
穫
が
遅
い
の
で
病
気
が
発
生
し
な

い
よ
う
側
枝
の
間
隔
を
十
分
開
け
、

風
通
し
が
良
く
な
る
よ
う
枝
数
を
制

限
す
る
な
ど
と
ア
ド
バ
イ
ス
を
受
け

ま
し
た
。
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巷
で
健
康
に
つ
い
て
の
話
が
あ
ふ

れ
て
い
る
昨
今
で
す
が
、
本
当
に
健

康
第
一
だ
と
思
い
ま
す
。
人
は
命
あ

る
限
り
生
き
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん

か
ら
、
健
康
で
い
た
い
で
す
。
そ
う

は
言
っ
て
も
ま
ま
な
り
ま
せ
ん
が
日

頃
か
ら
努
力
は
続
け
た
い
。
ま
ず
は

食
事
か
ら
と
言
い
ま
す
が
、
食
生
活

に
は
気
を
つ
け
て
手
づ
く
り
を
し
て

い
た
七
十
歳
の
優
等
生
が
倒
れ
て
半

身
不
随
に
な
っ
て
し
ま
い
、
と
て
も

シ
ョ
ッ
ク
で
す
。
個
人
差
は
あ
る
の

で
し
ょ
う
。
私
を
健
康
体
に
生
ん
で

く
れ
た
親
に
感
謝
し
つ
つ
、
規
則
正

し
い
生
活
と
、
い
ろ
い
ろ
な
も
の
を

取
り
入
れ
た
食
事
（
特
に
自
分
の
畑

で
と
れ
た
も
の
を
使
う
）
と
運
動
、

私
の
場
合
は
犬
の
散
歩
と
週
一
回
の

ヨ
ガ
教
室
で
す
。
そ
し
て
プ
ラ
ス
思

考
で
暮
ら
す
こ
と
で
す
。
今
日
一
日

よ
か
っ
た
こ
と
、
楽
し
か
っ
た
こ
と

を
探
す
。
悪
い
こ
と
は
ち
ょ
っ
と
反

省
し
て
忘
れ
る
よ
う
に
努
め
る
。

　

明
日
は
又
何
か
楽
し
い
こ
と
し
よ

う
。
今
日
の
夕
焼
け
が
き
れ
い
だ
っ

た
と
か
、
道
端
の
野
菊
は
私
み
た
い

に
可
憐
で
か
わ
い
か
っ
た
な
と
か
、

そ
う
思
い
な
が
ら
床
に
つ
き
ま
す
。

　

次
回
＝
平
沢
千
章
さ
ん

こ
の
広
報
は
再
生
紙
を
使
用
し
て
い
ま
す
。

こ
れ
か
ら
も
健
康
で

暮
ら
し
た
い

 

石
澤
早
智
子
（
町
三
）

リレー随想
（319）
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☆
学
級
閉
講
・
修
了
式

婦
人
学
級　

３
月　

日　

９
時　

分

24

30

宮
田
学
級　

３
月　

日　

９
時　

分

26

30

宮
田
大
学　

３
月　

日　

９
時　

分

27

30

宮
田
大
学
院　

３
月　

日　

９
時　

分

28

30

☆
二
十
年
度
の
主
な
事
業

春
季
ス
ポ
ー
ツ
大
会 
６
月
８
日（
日
）

成　

人　

式 

８
月　

日（
金
）

15

秋
季
ス
ポ
ー
ツ
大
会 
９
月　

日（
日
）

28

村
民
ゴ
ル
フ
大
会 
　

月　

日（
日
）

10

19

文　

化　

祭 

　

月
１
・
２
日

11

映
画「
B
e
a
u
t
y
」

ふ
る
さ
と
上
映
会

　

映
画
「
B
e
a
u
t
y－

う
つ
く

し
き
も
の
」
ふ
る
さ
と
上
映
会
が
二

月
十
七
日
、
村
民
会
館
大
ホ
ー
ル
で

観
客
二
百
七
十
人
が
来
場
し
開
催
さ

れ
ま
し
た
。

　

上
映
に
先
立
ち
、
後
藤
俟
夫
映
画

監
督
が
欠
席
の
た
め
、
根
本
銀
二
助

監
督
が
あ
い
さ
つ
を
代
行
し
ま
し
た
。

「
多
く
の
方
か
ら
浄
財
を
い
た
だ
い

た
。
エ
キ
ス
ト
ラ
出
演
で
は
大
変
お

世
話
に
な
っ
た
」
と
感
謝
し
、「
日
本

の
伝
統
芸
の
歌
舞
伎
の
美
し
さ
、
人

間
の
魂
の
美
し
さ
を
感
じ
て
も
ら
え

れ
ば
」
と
、
後
藤
監
督
の
思
い
を
語

ら
れ
ま
し
た
。

　

映
画
は
約
二
時
間
。
物
語
は
、
伊

那
谷
の
美
し
い
自
然
や
山
村
を
舞
台

に
展
開
し
ま
す
。
激
動
す
る
時
代
に

 
翻
弄 
さ
れ
な
が
ら
、
歌
舞
伎
を
と
お

ほ
ん
ろ
う

し
て
結
ば
れ
る
美
し
い
友
情
と
、
強

い
絆
が
織
り
な
す
人
間
模
様
を
描
い

た
作
品
で
す
。

　

物
語
を
彩
ど
る
原
風
景
の
中
で
、

随
所
に
繰
り
広
げ
ら
れ
る
感
動
的
な

シ
ー
ン
は
、
観
客
の
涙
を
さ
そ
い
ま

し
た
。

▲話を熱心に聞いている初心者

楽
し
さ
を
満
喫
し
た

ス
キ
ー
教
室

　

ス
キ
ー
日
和
に
恵
ま
れ
た
二
月
二

日
第
三
十
七
回
ス
キ
ー
教
室
が
、
小

学
生
か
ら
大
人
六
十
五
人
が
参
加
し

て
、
伊
那
ス
キ
ー
リ
ゾ
ー
ト
で
開
か

れ
ま
し
た
。

　

ス
キ
ー
に
親
し
み
技
術
の
向
上
を

図
る
こ
と
を
目
的
に
、
宮
田
ス
キ
ー

ク
ラ
ブ
会
員
十
二
人
が
指
導
に
あ
た

り
ま
し
た
。
毎
年
参
加
者
が
増
加
傾

向
に
あ
り
、
ま
た
今
年
は
小
学
校
の

ス
キ
ー
教
室
が
八
日
と
い
う
こ
と
で
、

一
段
と
に
ぎ
や
か
な
教
室
と
な
り
ま

し
た
。

　

参
加
者
は
レ
ベ
ル
別
に
六
組
に
分

か
れ
、
初
心
者
の
組
は
三
年
生
を
中

心
に
十
二
人
が
基
本
か
ら
手
解
き
を

受
け
ま
し
た
。「
い
ち
度
こ
ろ
ぶ
と

大
変
だ
」
と
言
い
な
が
ら
、
子
ど
も

た
ち
は
上
達
も
早
く
、
雪
の
感
触
を

確
か
め
な
が
ら
心
ゆ
く
ま
で
ス
キ
ー

を
楽
し
ん
で
い
ま
し
た
。

▲代行の根本助監督のあいさつ

親
子
ニ
ュ
ー
ス
ポ
ー
ツ

体
験
講
座

ふ
ら
ば
〜
る
バ
レ
ー
ボ
ー
ル

　

ニ
ュ
ー
ス
ポ
ー
ツ
は
最
近
あ
ち
こ

ち
で
盛
ん
に
な
り
、
誰
で
も
み
ん
な

が
気
軽
に
楽
し
め
る
ス
ポ
ー
ツ
と
し

て
、
た
く
さ
ん
の
ニ
ュ
ー
ス
ポ
ー
ツ

が
定
着
し
て
き
ま
し
た
。
宮
田
村
公

民
館
と
し
て
も
、
年
齢
や
性
別
に
関

係
な
く
多
く
の
人
に
親
し
ん
で
も
ら

え
る
ス
ポ
ー
ツ
と
し
て
、
ニ
ュ
ー
ス

ポ
ー
ツ
の
普
及
に
心
が
け
て
き
ま
し

た
。

　

今
年
度
は
、
新
た
な
試
み
と
し
て

親
子
ニ
ュ
ー
ス
ポ
ー
ツ
体
験
講
座
、

「
ふ
ら
ば
〜
る
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
」
を

取
り
入
れ
ま
し
た
。

※
ふ
ら
ば
〜
る
バ
レ
ー
ボ
ー
ル

・
球
状
や
ラ
ク
ビ
ー
状
で
な
く
、
直

進
し
な
い
カ
ー
ブ
や
シ
ュ
ー
ト
が
か

か
る
変
形
型
ビ
ニ
ー
ル
ボ
ー
ル
を
使

用
し
て
の
ス
ポ
ー
ツ
。

・
ワ
ン
バ
ウ
ン
ド
か
ら
レ
シ
ー
ブ
が

始
ま
り
、
変
形
の
た
め
ボ
ー
ル
の
方

向
が
読
め
ず
、
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
が
得

意
な
人
が
必
ず
し
も
優
位
と
は
か
ぎ

り
ま
せ
ん
。

・
競
技
は
宮
田
村
方
式
の
ル
ー
ル
で
、

楽
し
く
ゲ
ー
ム
が
で
き
る
よ
う
に
し

て
あ
り
ま
す
。

▲次の瞬間ナイスレシーブ
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